
       第 94回日本養液栽培研究会・大阪大会 
         2023年度総会のお知らせ 

 
研究会テーマ： 『養液栽培研究の最前線』 －若手研究者による研究発表会－ 

 
 現在，大学や研究所ではどのような研究が行われているのでしょうか．これからの活躍が期待さ

れる 6名の研究者による研究発表に加えて，若手研究者によるポスター発表会を開催します．こ
の機会に養液栽培研究の最前線を知り，積極的な情報交換の場としてご活用ください． 

※会員であればどなたでもポスター発表していただけます．積極的な応募をお待ちしております 

※対面のみの開催です．オンライン配信はありませんので，参加者は直接会場にお越しください 

  
期   日 ： 2023年 5月 26日（金） 
会   場 ： 大阪公立大学 i-siteなんば 2階 C2＋C3 
参  加  費 ： 研究会  会員の方：3,000 円     会員以外の方：5,000 円 
         学生：無料 （年会費も無料です） 
   懇親会  3,000円 
 
参加申込方法 ： 日本養液栽培研究会ホームページから申し込んでください 
        日本養液栽培研究会ホームページ（右 QRコード）  
         → イベント → 第 94回大阪大会 
  総会・研究会： 参加申し込みは必要ありません． 
          委任状：5月 19日まで 
  研究発表： 発表申し込み：4月 28日まで 限定 20課題（先着順） 
        発表要旨提出：5月 12日まで 
  懇親会： 4月 28日まで （必ず事前予約してください．） 
  特別講習会： 4月 28日まで 限定 10名（先着順） 
  
開催プログラム 
 12:00～ 受付開始 
  12:20～12:50 総会 （2022年度事業および決算報告，2023年度事業および予算計画，ほか） 
     ※総会資料は日本養液栽培研究会ホームページからダウンロード願います． 
     ※欠席の場合は，必ず「委任状」の提出をお願いします（委任状提出期日：5月 19日（金）） 
 
 13:00～16:45 研究会 『養液栽培研究の最前線』 
  ・Part I オーラルセッション 1（13:05～14:05） 
     ①千葉大学大学院園芸学研究科 吉田 英生 氏 

「UV-B照射による植物の機能性成分の高濃度化」 
     ②農研機構 西日本農業研究センター 山中 良祐 氏 

「イチゴ促成栽培における飽差制御技術の開発」 
     ③宮城大学 菊地 郁 氏 

「宮城県の未利用資源であるワカメ残渣を活用した有機養液栽培技術の開発」 
  ・Part II ポスターセッション （14:05～15:15）（※発表者募集中（限定 20課題）） 

1分間ショートプレゼンテーション ＆ ポスターセッション 
  ・Part III オーラルセッション 2（15：20～16：20） 
     ④愛媛大学大学院農学研究科 藤内 直道 氏 

「施設栽培トマトの光合成・蒸散および成育状態の計測，分析，活用」 
     ⑤三重県農業研究所 杉村 安都武 氏 

「種子繁殖型品種‘よつぼし’が可能にする水耕イチゴ栽培」 
     ⑤三進金属工業（株） 田端 亜衣 氏 

「イチゴ NFT栽培における SDGsに対応した養液更新法の試み」 
  総合討論・表彰 （16:20～16:45） 

完全対面実施 
オンライン配信は有りません 

日本養液栽培研究会 

ホームページ 



 17:30～18:30 懇親会「キリンシティプラスなんば CITY店」にて 
        （※懇親会の参加には事前申込みが必要です．） 
 
会場案内 
大阪公立大学 i-siteなんば （大阪市浪速区敷津東 2－1－41  電話：06－7656－0441） 

 https://www.omu.ac.jp/isite/dir1/dir2/index_5.html 
   南海「なんば」駅南へ徒歩 12分 
   大阪メトロ御堂筋線「なんば」駅南へ徒歩 15分，「大国町」駅東へ徒歩 7分 
 
研究発表 （会員であればどなたでもポスター発表していただけます）※限定 20課題（先着順） 
発表形式： 1分間ショートプレゼンテーション（スライド 1枚）＋ポスター発表（A0） 
発表資格： 筆頭者および発表者は日本養液栽培研究会会員（団体会員含む）に限ります． 
      ※未入会の方は，申し込み前に入会手続きと年会費の納入をしてください． 
      （学生会員は年会費無料です）． 
発表要旨： A4用紙 1枚． 4月 28日までに発表申し込みをした上で，5月 12日までに必ずフォン

トを埋め込んだ白黒 PDFファイルで提出ください． 
      ※フォーマットおよび提出先は，日本養液栽培研究会ホームページをご覧ください． 
ショートプレゼンテーション用スライド： 
      PowerPointを用いて，ワイド画面（16：9）でスライド 1枚．アニメーションは使用し

ないでください． 
スライド提出・ポスター貼付： 
      5月 26日（金）午前 10時～13時の間に，会場にてスライドファイルの提出とポスター

（A0）の貼付をお願いします． 
表  彰： 満 35才以下の方を対象に，ベストプレゼンテーション賞の表彰を行います． 
ポスター： 横 90 cm，縦 150 cmに収まるように作成してください（目安：A0サイズ）． 
 
 
 

 
養液栽培特別講習会 『UECSの仕組みと培養液管理への応用事例』 
講師： 星 岳彦 氏 （近畿大学大学院生物理工学研究科） 

 
 

 研究会の午前中の時間を利用して，養液栽培の特別講習会を開催いたします． 
 施設園芸の自律分散環境制御システムとして一定の普及が進みつつあるユビキタス環境制御シ

ステム(UECS)は、製品から自作まで，多種多様な機器を自在に組み合わせて使用することができ
ます．UECSの模型を使用し操作を実際に体験していただくことで，仕組みを理解いただくととも
に，培養液の精密管理に使用した事例「オープンソースハードウェアと UECSプラットフォームに
よる自作可能なイチゴ高設栽培ベッドの精密培養液管理システム

（https://doi.org/10.3173/air.30.121）」の UECS記録データの閲覧をフリーウェアの UECS用解析アプ
リ（UECS-GEAR）を使って体験していただきます． 

 
日 時 ： 2023年 5月 26日（金） 10:00～11:30 
会 場 ： 大阪府立大学 i-siteなんば 2階 
参  加  費 ： 2,000円 
定 員 ： 10名（定員になり次第締め切らせていただきます） 
参 加 方 法 ： 日本養液栽培研究会ホームページから 4月 28日までにお申込み下さい． 
        ※参加者は必ず，Webブラウザが使えるWi-fi接続機器 
         （ノートパソコン，スマートフォンなど）をご持参ください． 
 
 
※問い合わせ： 第 94回大阪大会実行委員 大阪公立大学 和田光生（wadoo@omu.ac.jp） 

同時開催 


